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三島由紀夫没後四十年「憂国忌」 2010/11/26 05:40 

 九段会館に満員の参加者集め盛大に 

  

   「鎮魂祭」と「シンポジウム」を開催 

   後は全員で「海ゆかば」を熱唱 

  
 今年は三島由紀夫没後四十年にあたり、記念出版、雑誌での特集、特別番組が相次いでいるが、憂国忌実行委員会（三島由

紀夫研究会）主催による「憂国忌」が25日、東京千代田区の九段会館で満員の参加者を集めて盛大に開催された。同会による

この追悼会は毎年、事件のあった11月25日に開催されているが、今年は平日の夕方という条件にも拘わらず、早くからこれま

でにない人出となり人々の関心の高さを伺わせた。  
  

  

 
 鎮魂祭の全景、三階から撮影。中央は追悼文を奉読する松本徹氏。 

  
 プログラムは第一部が鎮魂祭で、三島由紀夫文学館館長の松本徹氏が追悼文を奉読。続いて三島由紀夫・森田必勝両氏の

辞世を奥本林山氏の尺八の演奏にのせて横山精真氏が吟詠。また玉串奉奠では登壇した代表者に続いて、会場の参加者全員

が起立、祭壇に向かって二礼二拍手一礼を行った。 
  
 第二部のシンポジウム・パネルディスカッションは宮崎正弘氏の司会で「「あれから四十年、日本はどこまで堕落するのか」をテ

ーマに井尻干男 遠藤浩一 桶谷秀昭 西尾幹二の四氏がパネリストとしてそれぞれの持論を述べ、参加者の注目を集めてい

た。閉会の辞を中村彰彦氏が、 後に全員で「海ゆかば」を合唱してこの四十年記念「憂国忌」のイベントを滞りなく終えた（ニュ

ース調ここまで）。 
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 立ち見も入れると定員1121名の九段会館がほぼ満員という盛況でした。 

  
 なお、パネルディスカッションの冒頭、宮崎正弘氏が、三島由紀夫が昭和45年7月7日のサンケイ新聞によせた一文、「果たし

得ていない約束」を朗読したので、以下に収録、また臨場感を味わってもらうためプログラムを掲載しました。（昨年のレポートは

こちら） 
  

 
シンポジウムのステージ。宮崎氏が三島氏の文章を読み上げているスナップ。  

  
  
 「果たし得ていない約束」                        三島由紀夫 
  
 私はこれからの日本に大して希望をつなぐことができない。このまま行ったら「日本」はなくなってしまうのではないかという感を

目ましに深くする。日本はなくなって、その代わりに、無機的な、からっぽな、ニュートラルな、中間色の、富裕な、抜目がない、或

る経済的大国が極東の一角に残るのであろう。それでもいいと思っている人たちと、私は口をきく気にもなれなくなっているので

ある。 
                      （昭和四十五年七月七日「サンケイ新聞」から抄録） 
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 会場入口に掲げられた「憂国忌」のオレンジの旗と、これまでの開催告知ポスター。 

  
 没後四十年三島曲紀夫氏追悼会「憂国忌」プログラム 
                            （総合 司会菅谷浩一郎） 
  
午後四時 開場 BGMワグナー「トリスタンとイゾルデ」 
           三島由紀夫の演説（事件当日） 
  
午後五時 開会の辞 
 
 第一部 鎮魂祭・式次第 （齋主 高山亨・乃木神社宮司  神社神職、怜人乃木雅楽会） 
 
 先 修祓の儀 
 次 招魂の儀 
 次 献饌の儀 
 次 祭主追悼文奉読 （松本徹 三島由紀夫文学館館長） 
 次 辞世吟詠      （横山精真 岳精流宗家。尺八奥本林山） 
 次 玉串奉奠      （出席発起人 後に参加者全員起立） 
 次 撤饌の儀 
 次 昇魂の儀 
 次 退下 
  

 
九段会館の会場入り口には二人の慰影と位牌を祀った祭壇が。 

  
（十五分休憩） 
  
午後六時十分 第二部開始 
  
 シンポジウム「あれから四十年、日本はどこまで堕落するのか」 
 
 パネリスト 井尻干男 遠藤浩一 桶谷秀昭 西尾幹二 
 （司会）宮崎正弘 
  
午後八時十五分 閉会の辞 中村彰彦 
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午後八時二十分「海ゆかば」合唱 海ゆかば（大伴家持詩 信時潔作曲） 
  
 「海ゆかば 水漬く屍 山ゆかば草むす屍 大君の辺にこそ死なめ かへりみはせじ」 

  

 
 事件を報じる当時の毎日新聞と朝日新聞、細江栄光氏の薔薇族も現物を展示 

  
三島由紀夫辞世 
  
 益荒男が たばさむ太刀の 鞘鳴りに 
 幾とせ耐へて 今日の初霜 
  
 散るをいとふ 世にも人にも 先駆けて 
 散るこそ花と 吹く小夜嵐 
  
森田必勝辞世 
  
 今日にかけて かねて誓ひし 我が胸の 
 思ひを知るは 野分のみかは 
 
  

 
  

・東アジア黙示録さんが注目のエントリーをあげました。  
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タグ： 三島由紀夫没後四十年「憂国忌」  憂国忌実行委員会  三島由紀夫研究会  鎮魂祭  パネルディスカッション  宮崎正弘

  井尻干男  遠藤浩一  桶谷秀昭  西尾幹二   

 
チャンネル桜で放映された動画です。 

  
  

  
   ・自虐史観を吹き飛ばす映画「凛として愛」の拡散にご協力下さい。  
    ・DVD資料については愛国女性のつどい花時計さんへ  
   ・お知らせ「凛として愛」のチラシが完成しました。是非ご覧下さい。 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

  これが正しい歴史、日本が好きな日本人は必見！ 
    ●ニコ動画版 凛として愛 1/3 2/3 3/3  

   ●you tube版    凛として愛 1 2 3 4 5 6 7  

       ●注目・名作映画 氷雪の門 1/3  2/3  3/3      
   ●誇り～伝えよう日本のあゆみ～ 1/3 2/3 3/3 
   ●めぐみ (日本語)   1/3 2/3 3/3  
   ●日本がアジアに残した功績 
   ●真実はどこに・・・ 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー   

  
  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(18) 

コメント(18) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2010/11/26 06:46Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース 
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 慰安婦問題解決の署名提出 日韓など６０万人が立法求め 
  
 日韓などアジアや欧米の市民団体が２５日、旧日本軍の元慰安婦に賠償や謝罪をする

よう立法措置を求めた約６０万人分の署名を日本政府に提出した。衆院第１議員会館で

開かれた集会には元慰安婦６人や支援者約３３０人が参加、問題解決を訴えた。（後略） 

 
http://www.47news.jp/CN/201011/CN2010112501000696.html 
 
・反日の共同らしく詳しく伝えてます。この支援者こそ反日、日本の敵です。嘘八百をいつ

まで続けるつもりなのか？  

2010/11/26 06:50

Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース２ 朝鮮学校、無償化停止に「理不尽極まりない」 

 
 北朝鮮による砲撃で、文部科学省が朝鮮学校の高校無償化への適用手続

きの一時停止を表明したことについて、全国朝鮮高級学校校長会の慎吉雄(シン ギル

ン)会長ら８人が２５日、国会内で記者会見し、「朝鮮半島の事態と生徒は関係なく、理不

尽極まりない」と語った。 

 
 慎会長は、全国１０校の朝鮮学校すべてが無償化の適用を申請する方針であることを

明らかにし、同省が適用後に教育内容の改善を求める考えを示している点について、「誤

解を与える教科書の記述は理解が得られるものに改める」とした。（後略） 

 
http://www.yomiuri.co.jp/national/news/20101125-OYT1T00923.htm 
 
・金が欲しかったら将軍様におねだりするべきでしょう。普段からあがめているのだから。  

 

2010/11/26 07:00

Commented by 花うさぎ さん 

・イベントガイド  

 
MPJ（メディアパトロール・ジャパン） リニューアル記念 

講演＆シンポジウム 「三島死後40年とメディア症候群」  
 
日時 平成22年11月27日（土） 14時00分～16時30分 
場所 文京シビックセンター 3階 会議室 
内容 《基調講演》 
  長谷川三千子（埼玉大学教授） 
  西村幸祐（評論家） 
《シンポジウム》 
  長谷川三千子（埼玉大学教授）、持丸博（「楯の会」初代学生長）、有本香（ジャーナリ

スト）、西村幸祐（評論家） 

 
入場料 1,500円 
 
主催 メディアパトロール・ジャパン 編集部 

http://www.twitlonger.com/show/6p1bii 
お問合せ 総和社・佐藤  TEL 03-3235-9381  

 

2010/11/26 08:46Commented by 花うさぎ さん 

・イベントガイド my日本 一周年記念式典 
 
my日本会員以外の方もお申込みいただけます！！ 
 
月   日：平成22年11月27日(土) 
午前の部：ｍｙ日本祭り 10時～11時30分←無料です 
午後の部：青山先生講演 12時30分～16時30分 
場所：星陵会館（東京メトロ永田町駅、国会議事堂前駅） 

 
講師には青山繁晴先生をお招きいたします。 

 
お申込みはこちらから。 

http://www.mynipponsoukai.com/  
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2010/11/26 10:23Commented by kerotan さん 

おはようございます^^ 
昨日の催しを早速upして下さり感謝です｡ 
第二部からでも行けばよかったー(><) 

勝手に憂国忌は昼間の催しで行けないなーと思い込んでたのと､12/1の事で頭がいっぱ

いで^^; 
 
夜､雨が降ってきて寒かったですが濡れませんでしたか?? 
｢こんな情けない日本になってしまった…｣と三島さんの涙雨かなと思いました｡ 

 

2010/11/26 10:50

Commented by nokotan さん 

おはようございます 

 
駄菓子菓子さんのツイッターで交わされているツイート： 

 
＞J_Agent それはガッキーとラ党を見くびりすぎニダ。ｗｗｗ 『騙し絵に騙されて』どうす

るニカ？ｗｗｗ  

 
＞@momoji33 こんな程度が『十分に国民にお灸が据わった』とでも？ｗ 国民の意識

を真に切り替えて、目覚めさせるのには出ているカードも状況も全然足りないニダ。  
＞@J_Agent ついでに言わせてもらえば、今ガッキー潰しをやって喜ぶのは誰か、考え

てみるとよいニダ。ローゼン閣下のときに、十分学んだのではないニカ？ それとも、まだ

まだ学び足りないとでも？ｗ  

 

2010/11/26 11:04Commented by nokotan さん 

@riekabot 中国漁業監視船、再び尖閣諸島周辺海域へ (読売新聞 - 11月25日 2
3:29)米軍の空母が韓国沖にいっている今をねらってしかけてくるのかもしれないね。首

相官邸の有事の反応の鈍さはこれで敵にしられてるよ 
＞ 
＞ 
自衛隊の配備が急がれます。  

 

2010/11/26 11:11Commented by ubiquitous さん 

憂国忌のレポありがとうございます。 
小生も昨日参加いたしました。 
ただ、閉会の辞で件（くだん）の話をされたのは三輪さんではなく、中村彰彦さんだったと

思うのですが、確認のうえご訂正を。  

 

2010/11/26 11:36Commented by 花うさぎ さん 

To kerotanさん こんにちは。 
 
>第二部からでも行けばよかったー(><) 
 
でも会場は一杯で立ち見の人もいましたから(^^；。 
 
>｢こんな情けない日本になってしまった…｣と三島さんの涙雨かなと思いました｡ 
 
涙より「怒り！」ではないですかね？。40年前の俺の死を賭した警告が判らなかったの

か！って。  

 

2010/11/26 11:38Commented by 花うさぎ さん 

To nokotanさん こんにちは。 
 
>今ガッキー潰しをやって喜ぶのは誰か、考えてみるとよいニダ。ローゼン閣下のときに、

十分学んだのではないニカ？  

 
いや～その通り！。 

 
我慢指摘つもりだったのですが、今回は思わず条件反射してしまいました。以降は「我

慢」できる？と思います(^^；。  

 

2010/11/26 11:39Commented by 花うさぎ さん 

To nokotanさん  
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>自衛隊の配備が急がれます。 
 
本当に日本を守る気があるのか？と怒鳴りたい気分です。 

2010/11/26 11:41Commented by 花うさぎ さん 

To ubiquitousさん こんにちは。  
 
>小生も昨日参加いたしました。 
 
ご苦労様でした。 

 
>中村彰彦さんだったと思うのですが、確認のうえご訂正を。 
 
ありがとうございます。実はシンポジウム途中で失礼したので配布されたプログラムを引

用したのでした。会場で三輪さんにも会いましたし。 

 
訂正しておきました(--)。 

 

2010/11/26 12:43Commented by yohkan さん 

 
>日本はなくなって、その代わりに、無機的な、からっぽな、ニュートラルな、中間色の、富

裕な、抜目がない、或る経済的大国が極東の一角に残るのであろう。 

 
三島先生の云うとおりになってしまったのですね。でも、われわれ日本人が幸福になるこ

とはなかった。日本を、われわれの手で取り戻さなきゃいけません。  

 

2010/11/26 13:17Commented by キラーＴ細胞 さん 

 湾岸戦争が開戦寸前の時、フジテレビの夕方のニユースに招かれて「これだけ軍勢が

揃つたからと云つて戦闘を開始するとは限らないんですよ」としたり顔で解説してゐた馬

鹿教授がゐました。 
 今「北朝鮮が本気で戦争する気なら、ソウルに砲弾を撃込んでゐる筈だ」と言つてゐる

人も、この馬鹿教授と同じではないでせうか。仮に北がこの後大人しくなつたとしても、今

や我国は平時に非ず、いつ北のテロ攻撃があつても不思議でないと覚悟して、それ相応

の準備をしなければなりません。 
 にも拘らず、大方の日本人は未だに平和ボケを患ひ、のんびりと微睡んでゐますね。正

に病膏肓に入る、一酸化炭素中毒でぱたりと行く寸前の如き状態です。延坪島の現状

は、明日の東京の姿かも知れないのにと嘆息するばかりです。   

 

2010/11/26 14:41Commented by nokotan さん 

@ishiharahirotak 昨晩、小笠原村の森下村長と三宅正彦都議と会食。森下村長か

ら、麻生政権時代の海底ケーブルが順調に進んでいると報告あり。また、沖ノ鳥島近海

に、中国漁船監視船が頻繁に往航しているため、その監視の予算が付くとの話しがあっ

た。尖閣に日本人の目が向いているが、沖ノ鳥島も注視しなければ！！  

 
地図を見ると、これによって、ものすごく日本の海域が広がっていることを再認識しまし

た。沖の鳥島ってとっても大事なんですね！ やはり、できる政治家は黙々といい仕事を

されています。 

 
やたらと自民党を売国党という印象を植えつけようと暗躍している人がいますが、売国奴

をのさばらせ、いい政治家を応援してこなかった国民の側にも責任があると思います。全

部国民が選挙で選んだ結果です。人のせいにするのは簡単ですが、我々国民の民度に

応じた政権しか持てないことを自覚しましょう。  
売国奴に囲まれながらも、精一杯、仕事をされている方には感謝です。  

 

2010/11/26 16:29Commented by 花うさぎ さん 

To yohkanさん こんにちは。 
 
>日本を、われわれの手で取り戻さなきゃいけません。 
 
はい。そのためにはまず「日本軍」が勝利しないといけません。 

 

2010/11/26 16:34Commented by 花うさぎ さん 

To キラーＴ細胞さん こんにちは。 
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>今や我国は平時に非ず、いつ北のテロ攻撃があつても不思議でないと覚悟

して、それ相応の準備をしなければなりません。 

 
おお～その通り。青山さんが解説してましたが、北が公開したウラン型核は日本の六カ所

の技術だそうですね。スパイ防止法がない恐ろしさを実感じます。 

 
>延坪島の現状は、明日の東京の姿かも知れないのにと嘆息するばかりです。 
 
多くの識者が指摘しているとおり、数発の爆弾を実際に落とされないと覚醒しないのでし

ょうかね？特に左翼のノー天気ぶりは目も当てられないです。  

 

2010/11/26 16:37

Commented by 花うさぎ さん 

To nokotanさん こんにちは。 
 
>麻生政権時代の海底ケーブルが順調に進んでいると報告あり。 

 
嬉しい報告ですね。 

 
＞尖閣に日本人の目が向いているが、沖ノ鳥島も注視しなければ！！  

 
なるほど。 

 
>やはり、できる政治家は黙々といい仕事をされています。 
 
反日マスコミが報道しないだけなんですよ。 

 
>我々国民の民度に応じた政権しか持てないことを自覚しましょう。 
 
はい。血圧が上がりますが。 
  
>売国奴に囲まれながらも、精一杯、仕事をされている方には感謝です。 
 
そうか、 近この感謝の気持ちをつい忘れがちでした。貴重なコメント、感謝です。 
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